
（様式１）

　　文部科学大臣殿

印

　　下記の課程を職業実践力育成プログラムに申請します。

記

①学校名： ②所在地：

③課程名：
④正規課程／履修
証明プログラム： ⑤開設年月日：

⑥責任者： ⑦定員： ⑧期間：

⑨申請する課程
の目的・概要：

⑩４テーマへの
該当の有無

⑪履修資格：

⑫対象とする職
業の種類：

⑬身に付けるこ
とのできる能力：

⑭教育課程：

⑮修了要件（修
了授業時数等）：

⑯修了時に付与さ
れる学位・資格等：

⑰総授業時数： 132 時間
⑱要件該当授
業時数：

103.5時間
該当
要件

１、２、
３、４

⑳成績評価の方法：

㉑自己点検・評
価の方法：

職業実践力育成プログラム（ＢＰ）への申請について

コミュニティソーシャルワーカー
（CSW）スキルアッププログラム

2016年
4月1日

宮城県仙台市青葉区土樋１丁目３－１

履修証明プログラム

平成27年10月8日

東北学院大学

東北学院大学　学長　


　　松本　宣郎

地域共生推進機構長　阿部重樹 １年間

　地域資源を有効に活用した地域の福祉力活性化を達成するためには、関係者・関係機関等との
連携を図るコーディネーター（コミュニティソーシャルワーカーなど）の実践力向上が重要である。
　本課程は、まちづくりのキーパーソンとなっているコミュニティソーシャルワーカーの実践力を、宮城
県社会福祉協議会及び仙台市社会福祉協議会と連携し、現場の課題に直結する新しい授業内容を
もってスキルアップさせるものである。

１２０時間以上の受講及びミニッツペーパーでの成績、報告会での評価に合格

履修証明書

社会福祉協議会職員、NPO団体、ボランティア団体

２０名

教育課程：「地域福祉の時代とコミュニティソーシャルワーク」、「ソーシャルワークとコミュニティソー
シャルワーク」により社会福祉政策の動向とコミュニティソーシャルワークに関する基礎的知識を修
得させるとともに、「組織運営」、「資金の調達と運用」、「地域福祉（活動）計画」はコミュニティソー
シャルワーカーの実践活動に関する知識を、演習形式を交えながら習得する。その過程において
「協働の手法」、「傾聴の技法」等では、コミュニティソーシャルワーカーが、住民組織化や団体・組織
間と連携する際に必要となる地域コーディネートスキルを、グループワークを活用しながら修得す
る。「事例研究Ⅰ」等では、仙台市等を事例として、まちづくりに社会福祉援助技術としてのコミュニ
ティソーシャルワークが活用された実例を、演習形式によりケーススタディを行うことにより、実践的
ソーシャルワーク能力をスキルアップさせる。

地方創生（地域活性化）

⑲要件該当授業時数
　　／総授業時数：

78%

学校教育法第90条に規定する大学に入学することができる者、
地域活性化活動の経験を３年以上有するもの。

１２０時間以上の受講。各科目ごとのミニッツペーパーの評価。プロジェクト演習での報告会の内容
評価を総合して成績評価とする。

講座担当者と社会福祉協議会及びNPO法人等で、「ＣＳＷ育成プログラム研究会（仮称）」を毎年開
催。その場において、①カリキュラムの妥当性と人材育成効果、②プログラムの運営の両面から、自
己点検・評価を実施する。

（身に付けられる知識、技術、技能）　ＣＳＷ実践活動
知識、地域情報分析技術

（得られる能力）　地域コーディネートスキル、
ファシリテーションスキル、課題発見能力、



㉒修了者の状況に
係る効果検証の方
法：

㉓企業等の意見
を取り入れる仕
組み：

㉔社会人の受講
しやすい工夫：

㉕ホームページ：

事務担当者名： 所属部署：

連絡先：

＊パンフレット等の申請する課程の概要が掲載された資料を添付してください。

1年後及び３年後に面談し、修了後の効果検証を図る。

（教育課程の編成）
　社会福祉協議会やNPO法人等で地域コーディネートの実績のある実務家を招いた「地域コーディ
ネーター養成プログラム開発研究会」を2015年3月に開催しており、CSW（コミュニティ・ソーシャル
ワーカー）に必要な能力の定義やそれらを高めるためのカリキュラムについて議論を行った。
　また、本課程編成に当たり、宮城県社会福祉協議会及び仙台市社会福祉協議会から参加してい
ただき科目編成を行った。
　次年度以降も同様に、社会福祉協議会や、NPO法人等で地域コーディネートの実績のある実務家
を入れた「ＣＳＷ育成プログラム研究会（仮称）」を実施し、本プログラムのカリキュラムに対する評価
を行い、科目改善に反映させる。

（自己点検・評価）
上記の「ＣＳＷ育成プログラム研究会（仮称）」において、本プログラムの自己点検・評価を行い、そ
の有効性を検証し、次年度以降の科目改善に反映させる。

休日・週末・夜間の開講、ＩＴ活用

（ＵＲＬ）　http://www.tohoku-gakuin.ac.jp/

相澤孝明

（電話番号）０２２－２６４－６４２４
（E-mail）　ck@staff.tohoku-gakuin.ac.jp

学長室事務課


